
 

 

討
論
で
は
、
憲
法
を
守
る
各
地
域
の
運
動

の
報
告
や
、
憲
法
市
民
ネ
ッ
ト
へ
の
活
動
へ

の
注
文
や
意
見
、
町
内
会
や
各
種
団
体
で
の

動
き
の
情
報
交
換
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
二
人
の
大
学
生
か
ら
憲
法
市
民
ネ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
に
参
加
し
て
い
る

こ
と
の
報
告
が
あ
り
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

１０月３日 １１時  小倉駅前署名行動 

憲
法
市
民
ネ
ッ
ト
の
今
後
の
行
動 

十
一

区

 
 

黒
崎
駅
前
で
街
頭
宣
伝
署
名
行
動 

月
三
日
（
水
）
十
一
時
、
八
幡
西

十
一
月
九
日
（
火
）
十
二
時
半
、
小
倉
北

区
東
映
会
館
前
で
街
頭
宣
伝
署
名
行
動 

分
野
別
・
階
層
別
の
賛
同
者
を
結
集
す
る
。
講
師
団

を
編
成
し
旺
盛
な
学
習
も
！
市
民
ネ
ッ
ト
第
一
回
世
話
人
会 

 

九
月
二
十
九
日
、
生
涯
学
習
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
憲
法
を
ま
も
る
市
民
ネ
ッ
ト
（
以

下
「
憲
法
市
民
ネ
ッ
ト
」
と 
略
記
）
の

第
一
回
世
話
人
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
代

表
世
話
人
の
内
田
茂
雄
氏
、
中
野
洋
一
氏
、

福
嶋
義
人
氏
、
三
輪
俊
和
氏
も
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
現
在

準
備
中
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介
を
三
輪

表
世
話
人
が
行
い
ま
し
た
。 

代

 

宗
久
事
務
局
長
が
報
告
と
今
後
の
行
動

針
の
提
起
を
し
ま
し
た
。 

方
現
在
、
憲
法
市
民
ネ
ッ
ト
へ
の
賛
同
署

は
四
五
一
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

体
や
個
人
回
り
を
し
な
が
ら
、
階
層

・
分
野
別
に
賛
同
者
を
集
め
、
一
気
に

名
を
増
や
す
方
針
で
す
。 

宣
伝
行
動
で
も
、
今
後
、
月
に
一
回
、

倉
と
黒
崎
二
箇
所
で
街
頭
宣
伝
署
名
を

い
ま
す
。
学
習
も
強
め
、
講
師
団
も
編

し
ま
す
。 

     

八

 
 

ご

 
 

 

僚相“止い外か集とは「

訪
問
を
し
て
思
う
こ
と
は
、
宗
教
者
の

は
、
「
あ
の
太
平
洋
戦
争
は
大
変
だ
っ

」
と
の
思
い
が
あ
り
、
憲
法
９
条
の
改

に
は
非
常
に
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
お

れ
る
こ
と
で
す
。 

で
す
か
ら
、
お
伺
い
す
れ
ば
、
す
ぐ
に

が
弾
み
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、

教
者
と
の
対
話
を
進
め
て
行
き
た
い
と

い
ま
す
。

門司区で活動開始 
 ９月１７日、門司区で、「門司・九条の会」が結成されました。井上

義昭さん（平和委員会）の講演「憲法九条は世界に誇る日本の宝」の後、

運動方針、役員体制を決めました。 

 運動方針は「職場地域の草の根から、憲法九条改悪反対の世論づくり

に全力をあげる。門司区民の過半数署名を推進する」事となっています。 

 ９月２６日には、門司区風師で中学校区での運動を進める「風師・九

条の会」も結成され、校区内の過半数の署名をめざします。 

山口律子県議会議員 

宗
教
者
を
コ
ツ
コ
ツ
訪
問 

若
松
・
山
口
律
子
県
会
議
員 

 
 

カ
ン
パ
の
お
願
い 

憲
法
を
ま
も
る
市
民
ネ
ッ
ト
の
活

支
援
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す
。

送
料
金
な
ど
の
活
動
費
用
に
充
て

す
。 

郵
便
局
口
座
へ
の
振
込
み
で
協
力

て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

振
込
用
紙
は
一
枚
同
封
し
て
お
き

す
。
不
足
す
る
場
合
、
連
絡
く
だ

れ
ば
事
務
局
よ
り
送
り
ま
す
） 

小
倉
区
民
ネ
ッ
ト
が 

二
十
六
日
結
成
総
会 

 

小
倉
北
区
と
小
倉
南
区
在
住
の
憲
法

民
ネ
ッ
ト
賛
同
者
を
中
心
に
、
「
憲
法

ま
も
る
小
倉
区
民
ネ
ッ
ト
（
仮
称
）
」

結
成
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

憲
法
市
民
ネ
ッ
ト
の
方
針
の
実
践
部

と
し
て
、
ま
た
、
独
自
の
課
題
へ
の
具

的
推
進
者
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

。 日
時
・
・
十
月
二
十
六
日 

十
八
時
半

会
場
・
・
小
倉
北
生
涯
学
習
総
合

セ
ン
タ
ー 

２
１
会
議
室

連
絡
先
・
・
市
職
労
書
記
局

 

野
瀬 

内

 
 
 
 

℡
５
８
２
・
４
１
８
１ 

若
松
区
選
出
の
山
口
律
子
県
会
議
員

（
共
産
党
）
は
、
憲
法
市
民
ネ
ッ
ト
の

結
成
総
会
を
受
け
て
、
若
松
に
は
７
０

箇
所
の
宗
教
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

速
、
宗
教
者
の
方
々
の
訪
問
を
開
始

ま
し
た
。
以
下
、
山
口
県
会
議
員
か

お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。（
宗
久
）

ど
こ
で
も
、「
憲
法
９
条
を
変
え
、
再

戦
争
を
す
る
国
に
な
っ
て
は
い
け
な

」
と
対
話
に
な
り
ま
し
た
。 

あ
る
住
職
さ
ん
は
そ
の
場
で
憲
法
市

ネ
ッ
ト
の
賛
同
署
名
に
応
じ
て
く
だ

い
ま
し
た
。 
メ閣て閣的広

  
 

リ
カ
い
い
な
り
で
、
憲
法
無
視
の
小
泉
内

ら
し
い
布
陣
で
あ
る
。
“
こ
の
親
分
に
し

こ
の
子
分
あ
り
”
と
言
う
と
こ
ろ
か
。
内

改
造
を
機
に
、
タ
カ
派
暴
走
内
閣
を
政
治

に
包
囲
す
る
包
囲
網
を
さ
ら
に
大
き
く

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
ｙ
） 

 
 
 
 
 
 

 

け
ん
コ
ラ
ム 

 

親
分
・
子
分 

内
閣
改
造
で
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
閣

の
重
大
発
言
が
相
次
い
で
い
る
。
町
村
外

は
、
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
「
参
拝
」
を

当
然
”
と
発
言
し
た
ば
か
り
か
、
参
拝
中

を
求
め
る
中
国
を
「
む
き
に
な
り
す
ぎ
て

る
」
と
批
判
。
こ
れ
で
ま
と
も
な
ア
ジ
ア

交
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

。
大
野
防
衛
庁
長
官
は
、
改
憲
に
よ
っ
て
、

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
べ
き
だ

発
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
久
間
総
務
長
官

、
時
事
通
信
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、

改
憲
は
当
た
り
前
」
と
答
え
て
い
る
。
ア

方た悪ら話宗思
早しら びい

 

民さ
 市をの

 

隊体す

 
 
   
 

 

動郵ま
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